
令和７年第１回　曽於市議会定例会 

 

一般質問通告一覧表 

 

 
質問者 【通告第５】　　今鶴　治信　議員

 
質問事項 質 問 の 要 旨 質問の相手

 １　人口減少対

策について 
 
 
 
 
 
 
２　企業誘致に

よる市民所得

の推移につい

て 
 
 
 
 
 
 
 
３　ふるさと納

税について 
 
 
 
 
４　公民連携事

業について 
 
 
 

①　曽於市合併からの人口の推移（５年ごと）について

伺います。 

 

②　出生数の推移（過去５年間）について伺います。 

 

③　合計特殊出生率（過去５年間）について伺います。 

 

 

①　五位塚市政３期12年における企業誘致の実績につ

いて伺います。 

 

②　誘致企業の雇用総数について伺います。 

 

③　大隅町旧アヤベ跡地の状況について伺います。 

 

④　市民一人当たりの平均所得（過去５年間）について

伺います。 

 

 

①　ふるさと納税の状況（過去５年間）について伺いま

す。 

 

②　返礼品の状況（上位５品目）について伺います。 

 

 

①　今後の具体的取組みについて伺います。 

 

②　どのような効果が期待できるか伺います。 

 

③　事業のリスクについて伺います。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

市長



令和７年第１回　曽於市議会定例会 

 

一般質問通告一覧表 

 

 
質問者 【通告第６】　　山中　雅人　議員

 
質問事項 質 問 の 要 旨 質問の相手

 １　公民連携に

ついて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２　地域公共交

通計画につい

て 
 
 
 

今定例会において、公民連携推進条例が提案されてお

ります。本市の進める事業が市営住宅の集約と大東市と

類似しており、また大東市の入江氏を公民連携事業の講

師として呼んでいることも鑑み、大東市の条例と今回提

案されている条例の相違点を中心に質問します。 

 

①　曽於市民間提案制度運用指針の中で、可能な限り市

に財政負担が生じないようにすることを原則とする

とあるが、財政負担軽減の趣旨が条例に盛り込まれて

いない理由は何か。 

 

②　大東市の条例では「本市に関わる全てのものが、そ

の垣根を越えて連携すること」を第１条の目的として

おり、縦割り行政では公民連携はうまくいかないとい

う問題意識があることが考えられる。本市において、

各課を横断した公民連携への意識の醸成は充分に蓄

積されているのか。 

 

③　大東市の条例第 7 条２項（４）には、事業継続が困

難になった場合の措置に関する事項を実施方針に盛

り込まなくてはならないとあるが、本市の条例でその

文言がない理由は。 

 

④　大東市の条例第１５条４項に事業の評価を決定し

たときは議会に報告するという条項があるが、本市の

条例にない理由は。 

 

①　地域公共交通計画のP52には市民の外出実態とバス

サービスの適合状況が分析されており、利用実態とバ

スダイヤが時間帯によっては合致していない旨が書

かれている。利用者目線にたった運行ができるよう今

後も必要に応じて改善していくことが必要である旨

が明記されているが現在の検討状況は。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３　産業振興に

ついて 

②　乗り込み調査で収集した市民の声として、帰宅時の

デマンド交通が希望されている。曽於市としても、再

編例として路線定期運行及び区間運行を検討と記載

されているが本市としてこれに取り組む意思はある

か。 

 

③　交通対策協議会の開催は、令和６年度は書面の開催

もないのが現状である。曽於市の重要な施策を決める

際に、市民やその代表者である委員の意見を取り入れ

ているのか。 

 

④　利用者送迎サービスにおいて、人手が足りない、ド

ライバーの負担、事故等の不安があるといった意見が

上がっている。このようなサービスは、タクシー事業

者への民業圧迫となり、十分な調整が必要であるが、

理解は得られているのか。 

 

 

①　産業振興審議会の審議状況はどのようになってい

るか。また、その審議会委員の選定基準はどのように

なっているのか。 

 

②　近年地域経済循環について自治体の関心が高まっ

ており、RESAS（地域経済分析システム）においても

地域経済循環のグラフが設置されているなどしてい

る。本市も都城市への富の流出が懸念されるが、地域

経済循環を高める取組を行っているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長



令和７年第１回　曽於市議会定例会 

 

一般質問通告一覧表 

 

 
質問者 【通告第７】　　矢上　弘幸　議員

 
質問事項 質 問 の 要 旨 質問の相手

 １　ＳＫＬＶに

ついて 
 
 
 
 
 
 
２　関西大学と

の連携協定に

ついて 
 
 
 
 
 
 
３　国の重要文

化財について 
 
 
 
 
 
４　防災につい

て 
 
 
 

①　ＳＫＬＶが開設して１年経過するが、学生と一般の

利用者数、またイベントの開催回数と平均参加人数を

伺います。 

 

②　ひまつりべやカナディアンキャンプ乗馬クラブSOO

の開設当初と現在の利用者数の推移について伺いま

す。 

 

①　関西大学と2019年３月に連携協定を締結して、昨年

までに９回政策提言があったが、これまでにどのよう

な政策提言がなされたのか伺います。 

 

②　これまでに具体的に実施された施策や、また今後予

定されている施策があれば伺います。 

 

③　現在、他の大学と連携協定があるか伺います。 

 

①　弥五郎どん祭りが３月に国の重要無形民俗文化財

になる見通しだが、市として今後どのように活用し、

地域振興や観光促進につなげるのか伺います。 

 

②　国指定文化財に溝ノ口洞穴が指定されたが、指定前

と指定後の利用者数の推移について伺います。 

 

①　本市の南海トラフ地震の被害想定はどのようにな

っているか。また、それに対する対応策は十分か、ど

のような点が課題か伺います。 

 

②　本市の避難所の収容人数は、人口に対して適切か。

近隣自治体と比較して不足はないか伺います。また、

避難所の設備や備蓄品の充実度についても伺います。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

市長


